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20歳未満

107人

7%

２０代

319人

19%

３０代

173人

11%

４０代

267人

16%

５０代

287人

18%

６０代

221人

14%

７０歳以上

254人

16%

無回答

9人

1%

令和２年１０月  富山県消費者協会 
富山県消費生活研究グループ連絡協議会 

今だからこそ考えよう、

調査目的

調査時期

調査対象

令和２年６月下旬～７月下旬 

配布 1,797 人 回答者 1,637 人【回収率 91.1％】 

性別

職業

年代

世帯人数

地域別

男性 538 人(33％) 女性 1,079 人(66％) 無回答 20 人(1％) 

現在、世界的に蔓延している新型コロナウイルスの感染拡大防止のため社会全体で様々な 
取り組みが行われており、消費者も、社会経済情勢への影響を考えて行動することが求められ
ています。 
今回の調査では、この状況下で私たちの消費行動にどのような変化があったか、また、どう

変わっていったらいいのか、消費や経済の観点に着目しました。 
私たちの日々の消費行動は、商品やサービスを購入することによって事業者を応援するとと

もに、人や社会、環境に配慮する「エシカル消費」に努めることによって、持続可能な社会の
発展のための「ＳＤＧs」の目標達成に貢献することができます。 
この機会に、自立した消費者としての力を高め、私たちが社会のためにできることを考えて

みましょう！ 

私たちが社会のためにできること！

調査方法 紙面調査法（自記入式） 

給与生活者

928人 57%

自営・自由業

47人 3%

家事従事者

120人 7%

学生

293人 18%

無職

190人 12%

その他

30人 2%
無回答

29人 2%

889人

54%

178人

11%
167人

10% 72人

4%
57人

3%

54人

3%

51人

3%
38人

2%
34人

2%
26人
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16人

1%
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1%

10人

1%
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1%
3人

0%
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0%

17人
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(１人世帯)

159人 10%

(２人世帯)

340人 21%

(３人世帯)

406人 25%

(４人世帯)

396人 24%

(５人世帯)

166人 10%

(６人世帯)

86人 5%

(７人世帯)

34人 2%

(８人世帯)

5人

無回答

45人 3%

- 1 -



調査結果

Ⅰ 新型コロナウイルス感染症発生による現状から

問１ あなたの日常の生活は、どのように変化していますか。（いくつでも） 

問２ あなたが消費生活の面で困っていることはなんですか。（いくつでも） 

「手洗い消毒などの衛生意識や健康意識が高くなった」８５％、「マスクなどウイルス対策品を優先的に買っ

ている」４５％、「家の中を整理整頓するようになった」、「怪我や健康に留意している」、「買い物回数を減らす

ため、一度にたくさん買っている」それぞれ３６％である。また、「特に変化はない」５％である。 

「日常活動の制約や、経済の低迷がいつ収束するか分らず不安である」６８％、「外出自粛で買い物や人との

交流ができない」５０％である。また、「特に困っていることはない」１６％である。 

1389人 85%

743人 45%

596人 36%

596人 36%

585人 36%

546人 33%

512人 31%

509人 31%

383人 23%

376人 23%

273人 17%

174人 11%

90人 5%

39人 2%

0 500 1000 1500

1110人 68%

826人 50%

597人 36%

397人 24%

264人 16%

192人 12%

97人 6%

74人 5%

258人 16%

45人 3%

0 200 400 600 800 1000 1200

・ 手洗い消毒などの衛生意識や健康意識が高くなった

・ マスクなどウイルス対策品を優先的に買っている

・ 家の中を整理整頓するようになった

・ 医療体制に負担をかけないよう、怪我や健康に留意している

・ 買物の回数を減らすため、一度にたくさん買っている

・ 本当に必要な消費は何か考えるようになった

・ テイクアウトやドライブスルーの利用機会が増えた

・ 通信販売や宅配による買物が増えた

・ 賞味期限の長い食品や冷凍食品の買い置きが増えた

・ 友人との交流などでインターネットの活用が増えた

・ 家で、衣類のリフォームや模様替えをした

・ 収入が減り、食材の有効活用や調理の工夫をしている

・ 特に変化はない

・ その他

・ 日常活動の制約や経済の低迷がいつ収束するか分から
ず不安である

・ 外出自粛で買物や人との交流が出来ない

・ 自宅で過ごす時間が増え、食費などの生活費が増えた

・ 新型コロナウイルスに関する情報が錯そうして、分かり
にくい

・ マスクなどウイルス対策品の購入が困難

・ 収入が減り、家計のやりくりが大変である

・ 新型コロナ関連の消費者トラブルが発生し、不安である

・ 買物や人との交流のためのネット環境が整っていない

・ 特に困っていることはない

・ その他
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問３ 経済の低迷が続く中で、将来的に持続可能な経済社会をめざすために、消費者としてどのよ

うな行動が望ましいと思いますか。（いくつでも） 

問４ 新型コロナウイルス感染症が世界的に収束した後の社会は、どのように変化していけばいい

と思いますか。（５つまで） 

Ⅱ 今後の経済社会の在り方について

「あふれる情報に惑わされず、正確な情報を見極める」６８％、「宅配・物量、清掃など社会を支える業務の従事

者に感謝し、応援する」、「食品ロスを削減する」それぞれ５７％、「必要以上に買いすぎたり、備蓄しない」５１％

である。 

「感染症と共生できる社会環境が整備される」５４％、「テレワークやオンライン授業などに対応する情報化の

環境を整備する」５０％、「家族とのふれあいや、社会における共助の精神をもっと大切にする」４９％、「経済

成長最優先でなく、持続可能な経済活動を重視する」、「食料自給率を高める」それぞれ４６％である。また、

「特に変化は必要ではない」１％である。 

1116人 68%

935人 57%

928人 57%

833人 51%

767人 47%

668人 41%

473人 29%

463人 28%

447人 27%

434人 27%

343人 21%

159人 10%

10人 1%

0 200 400 600 800 1000 1200

880人 54%

813人 50%

800人 49%

754人 46%

747人 46%

559人 34%

555人 34%

431人 26%

402人 25%

367人 22%

344人 21%

304人 19%

177人 11%

10人 1%

17人 1%

0 200 400 600 800 1000

・ あふれる情報に惑わされず、正確な情報を見極める

・ 宅配・物流、清掃など社会を支える業務の従事者
に、感謝し応援する

・ 食品ロスを削減する

・ 必要以上に買いすぎたり、備蓄しないようにする

・ 使い捨て製品の使用を減らすなど、消費習慣を変え
ていく

・ 自らの生活目標や価値観を見直してみる

・ 人や環境に配慮する企業に対して、応援消費する

・ コロナ対応の医療従事者のために、寄付などにより
応援する

・
生産者や外食産業などの余剰食品の購入に協力す
る

・ 社会の要請に協力する企業に対して、行政支援を求
める

・ 公共交通機関、徒歩や自転車の活用など、省エネに
努める

・ 新しい事業展開をする企業に対して、応援消費する

・ 医療体制や地域コミュニティの構築など、感染症と共生できる社会環境が整備される

・ テレワークやオンライン授業などに対応する情報化の環境を整備する

・ 家族とのふれあいや、社会における共助の精神をもっと大切にする

・ 経済成長最優先でなく、持続可能な経済活動を重視する

・ 食料の供給を外国に頼ることなく、食料自給率を高める

・ 働き方や弱い立場の人を守ることを意識して、経済活動をする

・ エネルギーの消費を控え、温暖化対策に努める

・ 農業・林業・漁業などの産業をもっと重視する

・ 製造業の拠点を海外へシフトすることを減らす

・ ライフラインである運輸・通信の基盤整備がしっかり行われる

・ 自然とのふれあいをもっと大切にする

・ 日本の伝統文化や伝統産業をもっと大切にする

・ 科学や芸術文化を大切な社会インフラとして適正な行政支援が行われる

・ とくに変化は必要ではない

・ その他
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問５（１） あなたは、「ＳＤＧs」という言葉を知っていますか。（１つだけ） 

「よく理解している」、「おおむね知っている」合わせて４４％、「聞いたことがある」２０％、「知らない」３５％である。 

Ⅲ 「ＳＤＧs」や「エシカル消費」について

682人 65%

631人 60%

609人 58%

558人 53%

452人 43%

444人 42%

317人 30%

305人 29%

0 200 400 600 800

よく理解している

158人 10%

おおむね知っている

560人 34%

聞いたことがある

334人 20%

知らない

567人 35%

無回答

18人 1%

問５（２） 上の（１）で、「よく理解している」「おおむね知っている」「聞いたことがある」を選択した方に

お聞きします。「ＳＤＧs」に関する次の記述のうち、あなたが知っている項目はどれですか。（いくつ

でも） 

・ 「ＳＤＧs（持続可能な開発目標）」（Ｓustainable Ｄevelopment
Ｇoals）とは、２０１５年に国際連合が採択した、経済・社会・
環境のバランスをとりながら持続可能な社会を実現するため
の、すべての国に共通する目標のことである

・ 「ＳＤＧs」は、誰一人取り残さない世界をめざし、２０３０年ま
でに達 成すべき「１７の目標」から構成されている

・ 富山県は、全国初のレジ袋無料配布廃止の取組みなどが
評価されて、内閣府の「ＳＤＧs未来都市」に選定されている

・ 私たち一人ひとりが、将来のために省エネを心がけるなど、
小さな一歩を続けることで、確実に目標の達成につながって
いく

・ 県内では、富山市（コンパクトなまちづくり）、南砺市（エコビ
レッジ構想）の２市も、「ＳＤＧs未来都市」に選定されている

・ 「１７の目標」は相互に独立しているものではなく、また、それ
ぞれに相関関係がある

・ 各企業も、エネルギー効率化対策や後進国の母子健康対
策など、ＳＤＧsに取組んでいる

・ 「つくる責任 つかう責任（目標１２）」は、「少ない資源で、良
質でより多くのものを得られるようにする」ことを目指すもの
で、具体的には、資源効率の改善、３Ｒの推進、食品ロスの
削減などがあげられる

n=1052
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問６（１） あなたは「エシカル消費」という言葉を知っていますか。（１つだけ） 

「意味まで理解している」、「おおむね理解している」合わせて１９％、「聞いたことがある」２７％、「知らない」 

５２％である。 

426人 56%

413人 55%

316人 42%

316人 42%

270人 36%

137人 18%

0 100 200 300 400 500

意味まで理解している

68人 4%

おおむね理解している

238人 15%

聞いたことがある

448人 27%

知らない

847人 52%

無回答

36人 2%

問６（２） 上の（１）で、「意味まで理解している」「おおむね理解している」「聞いたことがある」を選択し

た方にお聞きします。「エシカル消費」に関する次の記述のうち、あなたが知っている項目はどれで

すか。（いくつでも） 

・
環境に配慮した消費とは、グリーン購入、省エネ・低炭素製品、
「海のエコラベル」など認証マークのついた製品を買うことであ
る

・ エシカル消費」は、「倫理的消費」という意味で、人や社会、環
境、地域に配慮されたものやサービスを選んで消費することで
ある

・ 人や社会に配慮した消費とは、フェアトレード（公正貿易）製品
や、障がいのある人たちが作った製品を買うことである

・ 「エシカル消費」は、日常の消費を通した取組みなので、私たち
のいつもの行動を少しだけ変えていくことによって、環境や人権
などの問題解決に貢献できる

・ 地域に配慮した消費とは、地産地消を心がける、地元で買い物
をする、被災地の応援消費をする、伝統工芸品を手にとってみ
ることである

・ 「エシカル消費」は、「ＳＤＧs」のうち、「目標１２：つくる責任つか
う責任」、「目標１３：気候変動に具体的な対策を」、「目標１４：
海の豊かさを守ろう」などに関連する取組みである

n=754
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問８ 新型コロナウイルス感染拡大の現状を乗り切って、将来的に持続可能な経済社会の発展を 

めざすために、企業に望むことは何ですか。（３つまで） 

問７ 「エシカル消費」に関する次の具体的な行動のうち、あなたが実践しているものはどれで

すか。（いくつでも） 

「マイバッグを持参する」７８％、「必要なものを必要な量だけ買う」４８％、「電機や水を節約して大切に使う」 

４４％、「地産地消を心がける」３７％である。また、「特に心がけていることはない」３％である。 

「テレワークの導入など新しい働き方を進めるとともに、労働者の健康や家庭に配慮する」５６％、「経済成長最

優先ではなく、人や環境に配慮した経済活動に努める」５５％、「エネルギーの消費を抑え、需要に見合った量

の生産活動を行い、社会の脱炭素化を進める」３３％、「企業側の考え方だけでなく、消費者とのコミュニケーシ

ョンを深める新しい仕組みづくりに努める」２９％である。 

Ⅳ 企業や行政に望むことについて

1273人 78%

790人 48%

715人 44%

612人 37%

176人 11%

152人 9%

52人 3%

13人 1%

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

924人 56%

899人 55%

537人 33%

470人 29%

399人 24%

305人 19%

15人 1%

0 200 400 600 800 1000

・ マイバッグを持参する

・ 必要なものを必要な量だけ買う

・ 電気や水を節約して大切に使う

・ 地産地消を心がけ、地元で生産されたもの買う、地元
で買物をする

・ エコマーク、グリーンマークなど認証マークのついた製
品や、フェアトレード製品を選ぶように心がけている

・ 被災地や福祉作業所などの商品を購入する

・ 特に心がけていることはない

・ その他

・ テレワークの導入など、新しい働き方を進めるとと
もに、労働者の健康や家庭に配慮する

・ 経済成長最優先ではなく、人や環境に配慮した経
済活動に努める

・ エネルギーの消費を抑え、需要に見合った量の
生産活動を行い、社会の脱炭素化を進める

・ 企業側の考え方だけでなく、消費者とのコミュニ
ケーションを深める新しい仕組みづくりに努める

・ 人や環境にやさしいエシカルな商品を開発する

・ 社会全体の要請に、より一層積極的に協力し、社
会貢献活動に努める

・ その他
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問９ 新型コロナウイルス感染拡大の現状を乗り切って、将来的に持続可能な経済社会をめざす

ために、行政に望むことは何ですか。（３つまで） 

問１０ 新型コロナウイルス感染症の拡大は、非常事態といえます。現在、非常時に対する備え

として実践しているものはどれですか。（いくつでも） 

「正確な情報を迅速に提供する」５７％、「国民の健康保持と経済対策の双方に迅速かつ適切に対応できるよう

に、感染症に対処する仕組みを確立する」４７％、「災害時の避難場所の確保や、衛生用品など備蓄品の種類、

量の見直しを行う」４４％である。 

「食料や飲料水、マスクなど感染症対策のための衛生用品を備蓄している」５２％、「防災マップや避難場所、

避難経路を確認している」３０％、「日頃から近所づきあいを大切にしている」２８％である。また、「何もしてい

ない」１６％である。 

Ⅴ 非常時の備えについて

932人 57%

762人 47%

716人 44%

607人 37%

493人 30%

488人 30%

19人 1%

0 200 400 600 800 1000

858人 52%

485人 30%

452人 28%

399人 24%

322人 20%

301人 18%

167人 10%

147人 9%

133人 8%

123人 8%

38人 2%

259人 16%

5人 0%

0 200 400 600 800 1000

・ 消費者や企業に対して、正確な情報を迅速に提供する

・ 国民の健康保持と経済対策の双方に迅速かつ適切に対応
できるように、感染症に対処する仕組みを確立する

・ 災害時に感染症対策が可能な避難場所の確保や、衛生用
品など備蓄品の種類・量の見直しを検討し、行う

・ 生活に困っている人々に対して、相談体制の整備や財政支
援をする

・ 地方行政が地域住民の声を的確に反映して、政府との適正
な相互抑制が図られるよう、地方の権限と財源を強化する

・ 事業継続が困難な事業者に対して、迅速・簡潔な手続きに
より支援する

・ その他

・ 食料や飲料水、マスクなど感染症対策のための衛生用品を備蓄
している

・ 防災マップや避難場所、避難経路を確認している

・ 日頃から近所づきあいを大切にしている

・ 家族で話し合い、避難場所や安否確認の方法を決めている

・ 自分の住む地域の危険個所を把握している

・ 非常用持出袋を常備している

・ 家具の固定や塀の耐震補強をしている

・
非常食の賞味期限を確認して、家族や地域で定期的に食してい
る

・ 消火器や水を入れたバケツ、ペットボトルなどを用意している

・ メガネや治療薬などを備蓄品リストに入れている

・ 段ボール製のベッドや仕切り、テントなどを用意している

・ 何もしていない

・ その他
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調査結果のまとめ

今後の取組み

このアンケートに関するお問い合わせ先
富山県消費者協会

富山市湊入船町６－７
（県民共生センター内）

TEL 076 - 432 - 5690

ご協力いただき、ありがとうございました。 

上記の調査結果を踏まえて、次のような行動を通じて、啓発普及に努めていきたい。 

〇「ＳＤＧs」を知っている人は 44％であるが、「ＳＤＧs」の目標達成に貢献する消費行動である「エ

シカル消費」を知っている人は 19％と、依然低い。このため、「エシカル消費」について、具体的な

実践例（マイバッグ持参、食品ロスの削減、地産地消、応援消費など）を提供するとともに、グルー

プ活動を通じて、新型コロナの影響による新しいエコスタイルを推奨するなど、一層の啓発普及に努

めていきたい。 

〇将来的に持続可能な経済社会の発展を目指すために、企業に対しては、意見交換会などの機会を通し

て、経済成長優先ではなく人や環境に配慮した経済活動や、家庭に配慮した新しい働き方の推進、エ

ネルギーの消費抑制などについて、理解を求めていきたい。 

〇行政に対しては、審議会等の機会を捉えて、正確で迅速な情報提供、感染症に対処する仕組みづくり、

相談体制の整備などについて、要望していきたい。 

Ⅰ 新型コロナウイルス感染症発生による現状から 

・日常生活の変化については、「衛生意識や健康意識が高くなった」85％、「ウイルス対策品を購入」45％、

「家の中の整理整頓」・「怪我や健康に留意」36％、一方、「特に変化はない」５％である。 

・困っていることは、「コロナの収束時期が分からず不安」68％、「外出自粛で買物や人との交流が出来

ない」50％、一方、「特に困っていることはない」16％である。 

・消費者として望ましい行動は、「正確な情報を見極める」68％、「宅配など社会を支える業務従事者に

感謝する」・「食品ロスを削減する」57％、「買いすぎたり備蓄しない」51％である。 

Ⅱ 今後の経済社会の在り方について 

・コロナ収束後の社会はどのように変化していけばいいかについては、半数程度の人が、「感染症と共

生できる環境の整備」、「情報化の環境整備」、「社会における共助の精神を大切にする」、「持続可能な

経済活動の重視」、「食料自給率を高める」などをあげている。 

Ⅲ「ＳＤＧs」や「エシカル消費」について 

 ・「ＳＤＧs」については、「よく理解している」「おおむね知っている」合わせて 44％、「聞いたことがあ

る」20％、「知らない」35％である。 

 ・「エシカル消費」については、「意味まで理解している」「おおむね理解している」合わせて 19％、（2018

年の調査では合わせて 11％）、「聞いたことがある」27％、「知らない」52％である。 

Ⅳ 企業や行政に望むことについて 

 ・企業に望むことは、「テレワークの導入など新しい働き方を進めるとともに、労働者の健康や家庭に配

慮する」56％、「経済最優先ではなく、人や環境に配慮した経済活動に努める」55％である。 

 ・行政に望むことは、「正確な情報を迅速に提供する」57％、「感染症に対処する仕組みの確立」47％、「感

染症対策が可能な避難場所の確保や備蓄品の見直し」44％である。 

Ⅴ 非常時の備えについて 

 ・実践しているものは、「衛生用品の備蓄」52％、「防災マップ、避難場所等の確認」30％、「日頃から近

所づきあいを大切にしている」28％であり、一方、「何もしていない」16％である。 
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